
平成 30 年（2018 年）8 月 3 日 

都 市 計 画 審 議 会 資 料 
地域まちづくり推進部北西部まちづくり担当  

 

 

大和町防災まちづくり計画（素案）について 

 

 

１ これまでの経緯と今回の報告について 

 

○ 大和町地区は、木造建物の密集した地域を抱え、災害時における危険度が

高く、防災性の向上を図ることが緊急の課題となっており、都の不燃化特区

に指定されている。 

○ 防災まちづくりとしては、平成２５年度に大和町中央通りが都の特定整備

路線に位置づけられたことを契機に、地元住民による「大和町まちづくりの

会」の立ち上げるとともに、区でも平成２７年度に「大和町まちづくり方針」

を策定し、拡幅整備が進捗している大和町中央通り沿道地区（約５．６ｈａ）

において、延焼遮断帯の形成や適切な土地利用の誘導に伴うにぎわいの創出

などの取り組みを進めるため「大和町中央通り沿道地区地区計画」（決定告

示日：平成２８年３月７日）を先行的に導入し、防災まちづくりを推進して

きたところである。 

○ 今回、防災まちづくりをより一層推進していくため、「大和町まちづくり方

針」の具体的取組みを示す「大和町防災まちづくり計画」（以下「計画」と

いう。）について、以下の通り素案を取りまとめたので報告する。 
○ 今後、本計画に基づき大和町地区全域への地区計画導入等を検討していく。 

 

２ 計画（素案） 

別紙「大和町防災まちづくり計画（素案）」のとおり 

 

《構 成》 

１ はじめに 

２ 大和町地区の現況 

３ 大和町防災まちづくりの事業化に向けた取り組み 

(１)まちづくりの方針と今後のまちづくりの展開 

(２)まちづくりの基本的な考え方 

(３)主なスケジュール 
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３ 区民意見交換会等の実施 

  平成３０年８月下旬に、計画（素案）に係る区民意見交換会を実施する。 

また、計画（素案）において、八幡通りを中心とする路線を優先整備路線と

して位置付けたことを踏まえ、７月中旬に、当該路線の沿道権利者に対して避

難道路整備に関する説明会を実施した。 

 

４ 計画実現に向けた事業手法 

本計画に基づき、ルールに沿った建替えを誘導し、地区全体の住環境の改善

や防災性の向上を図るため、大和町地区全域への地区計画の導入等を検討する。 

 

５ 今後の予定 

平成３０年 ９月下旬 計画（案）決定 

〃  １０月中旬 パブリック・コメント手続の実施 

〃  １１月下旬 計画の策定 
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